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１．はじめに 

いつでも，どこからでもネットワークに接続でき

る携帯電話が広く普及し，ユビキタスネットワーク

社会を実現する一つのツールとして期侍されている。

教育の場でもさまざまな利用方法が研究され，ブロ

ードバンド携帯と呼ばれる 3Gの登場によって学習

支援ツールの一つとして実用的な利用が可能になり

つつある。著者らは2001年以来，携帯電話をフィー

ルド学習の支援ツールとして位置付け，野外と教室

とをリアルタイムに結ぶ Realなびシステムを開発

し，その活用方法を検討してきた。（１） 

 安川ら（２）は自然体験学習を支援するツールとし

て，無線LANとPDAを用いたPosInfoシステムを開

発し小学生を対象にした試験運用を実施している。

その結果，学習にあたって操作性に問題なく，モバ

イル学習環境に新たな可能性を有していることを示

している。また，大久保ら（３）は，カメラ付き携帯

電話をフィールド調査の授業に活用する研究を進め

ている。著者らが開発を進めているRealなびは，こ

れらの研究と同様にフィールド調査の支援を目的と

して，いつでも，どこからでも，だれでもが使え，

さらに，授業に限らずさまざまなフィールド調査に

柔軟に応えられるシステムを目指している。このた

め，使用する機器は容易に入手できる市販品を使う

ことを基本とし，野外での情報端末には携帯電話を

活用している。携帯電話を情報端末として使うにあ

たっては，通信速度が遅いこと，画面に表示される

情報量が極めて少ないこと，入力に時間がかかるこ

となど，携帯独自の特性を配慮したシステムの構築

が必要である。また，山岳地帯などで利用する場合，

通信環境が確保できない調査地域に対応した運用を

考える必要がある。 本報告は，従来のシステムへ新

たに追加された機能を含めてその概要を述べると共

に，現在までに実施された代表的な活用例を紹介す

る。 

２．Realなび 

システムは，(1)野外から携帯電話を使って Web

サーバへ情報発信をする機能を中心に，(2)発信され

た情報を PCで閲覧するための機能，(3)Webサーバ

に格納された情報を編集する機能，(4)情報を発信し

た位置を表示する地図の設定およびプロジェクト単

位で運用を管理する４つの基本機能から構成されて

いる。（図１） 

(2)ＰＣからの閲覧機能 
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（１）携帯からの送信機能 

 野外から携帯電話での情報発信は，メールを使う

方法とWebサイトへアクセスし携帯電話のブラウザ

ーを使う方法および指定された局番へ電話をしてそ

の音声をWebサーバへ転送，記録する３つの方法が

ある。メールを使った発信は，本文に記述したメッ

セージ，添付機能を使った動画やサウンドファイル

および静止画ファイルの送信が可能である他，決め

られたコマンドを本文中へ記述することによって送

信時刻の変更，送信済みの画像などへの説明文の追

加および発信位置を示す緯度経度の送信が可能にな

っている。開発当初，この緯度経度の値はGPSを使

ってその位置を計測し決められたフォーマットに従

って測定値を入力していたが，現在ではGPS機能を

持った携帯電話を活用することができるように改良

されている。通常現地からの送信時刻は，Webサー

バがその情報を受け取った時刻が記録される。この

ため，通信状態が悪くリアルタイムに送信できなか

ったメールを後から送信するときなど，送信時刻の

変更機能を使うことで情報の収集時刻をWebサーバ

へ記録することができる。 

 携帯ブラウザーの利用は，主にメールで送信した

情報の確認，閲覧者からのメッセージの確認および

その返信に使われる。現時点では，ブラウザーから

ファイル送信が可能な機種は一部に限られているた

め，動画や静止画ファイルはメールからの送信のみ

となっている。 

 直接電話からの音声を記録する機能は，山岳地帯

の調査など携帯電話のボタン操作が困難な場合や肉

声をそのまま発信したい場合に利用する。音声を送

信した後，情報の追加機能を使って画像を送信する

ことで，現地の状況を音声と画像で説明するような

使い方が可能である。 

（２）PCからの閲覧機能 

現地からの記録を格納したWebサーバへアクセス

しPCから閲覧すると，現地からのメッセージおよび

画像の一覧が時系列で表示される。また，位置情報

が付加されたメッセージや画像はあらかじめ用意さ

れた地図上にマッピングされ，発信された位置がわ

かるようになっている。これらの機能は，現地と閲

覧者との間でリアルタイムにコミュニケーションを

実現するだけではなく，調査後レポートを作成する

際の一次データとして利用が可能である。 

 

 

（３）編集機能 

現地から送信された各種の情報は，調査終了後，

訂正，追加，削除などの編集作業をおこなうことが

できる。たとえば，現地から携帯カメラを使って撮

影し送信した画像を調査後デジタルカメラで撮影し

た高画質の画像に置き換えることや，文献調査した

結果をメッセージ欄に書き加えることなど，さまざ

まな編集作業が可能である。この編集作業はレポー

ト作成などの際に利用することができる。 

（４）地図等の管理機能 

現地の観測者が情報を発信した位置を表示するた

めに使われる地図は，利用者がその目的に合せて作

成したオリジナル地図を活用することが基本となっ

ている。これは，現地調査する前にその目的に合せ

て地図に必要な情報を書き加えたり，不要な情報を

削除したりする作業が加わり，事前学習の一つのス

テップとして利用することができる。なお，地図は

作成者の判断で共有，非共有を選択することが可能

で，共有が選択された地図はRealなびを使う他の人

も活用することができる。 

地図の管理以外に，携帯からの送信およびPCから

の閲覧の可否をそれぞれプロジェクト単位に制御す

ることができ，この機能を使うことで閲覧者に公開

しない方法での運用も可能である。また，現地から

送信された情報一つ一つに閲覧認証機能を持たせる

ことが可能で，特定の情報は限られた人へのみ閲覧

を許可するようなことができる。 

これらの基本機能以外には，事前調査した情報を

あらかじめデータベースに登録し，その情報を現地

から携帯で閲覧する機能や，現地から閲覧者に対し

て問題を提示し回答させる機能が試験的に導入され

ている。 

３．活用例 

次に，Realなびをフィールド支援ツールとして活

用した，利用形態の異なる代表的な３例を紹介する。 

（１）実体験を伴う調査学習 

浅草は，浅草寺本堂，雷門，宝蔵門，五重塔，二

天門など歴史的価値の高い建造物がある下町として

東京の観光名所の一つに挙げられている。このプロ

ジェクトは，浅草の文化や歴史を事前に調査し，そ

の結果を実際に現地に赴き確認する体験型調査学習

モデルである。従来の学習は，文献検索，図書検索

あるいは新聞検索などで資料を集めることからはじ

め，その後，資料整理・考察・発表の順で進められ

た。この学習モデルでは，テーマに関する資料集め
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の後，単に情報の整理をするだけではなく，いつで

も，どこかからでも参照できるように，分類項目や

検索キーワードを考えながらデータベースに登録す

る作業をおこなう。次に，テーマの対象となった場

所に赴き事前調査で得られた情報と実物とを比較す

る。この比較作業では，携帯電話を使ってデータベ

ースに登録した情報を抽出し，調査した結果を新た

な情報として記録する。さらに， RealなびのPCか

らの閲覧機能を使い，現地から教室の閲覧者に向け

て現場の状況を説明する。これは，従来の教室で調

査結果を発表する学習スタイルとは違った新たな教

育効果が期待できる。 

図２は，現地から教室へ向けて二天門の調査状況

を説明したメッセージ一覧の画面と，あらかじめ用

意された地図上にその位置がマッピングされた画面

である。現地の説明に対して，教室からさまざまな

コメントが送信されている様子が伺われる。 

（２）グループ学習 

江戸時代からの歴史的な建造物の多い埼玉県川越

市を対象に，Realなびを活用したグループ学習モデ

ルの試験運用を実施した。このプロジェクトのねら

いは，現地のスタッフ５名が協力し川越の街に点在

する近代化遺産の調査をすることである。図３は，

調査終了後のPCからの閲覧画面である。各グループ

の調査地点が１枚の地図にマッピングされ，協力し

て調査した結果が表示されている。 

調査中の各グループ間のコミュニケーションは，

携帯サイトへアクセスしておこなわれ，どのグルー

プがどのような情報を収集したか互いにリアルタイ

ムで知ることができる。（図４） 

現地調査では，主に遺産の位置およびその写真を

携帯から送信することが中心となり，現地で収集し

た建物に関する詳細な情報やデジタルカメラで撮影

した高画質の画像は，後日，Realなびの編集機能を

使って追加される。図５は，その編集画面である。

携帯カメラで撮影した画像を表示し，調査対象とな

った建造物を確認，ここへ新たにデジタルカメラで

撮影した画像を追加することやコメント欄に現地で

入力できなかった情報を書き込むことなどの編集作

業ができる。また，現地でヒヤリングした音声ファ

 
図３ 近代化遺産グループ調査（川越） 

地図は国際航業（株）NETMAPを使用 

 

図４ 携帯画面 

 

 

図２ 浅草での調査例 

現地スタッフのコメント 

 
図５ 編集画面 

教室からのコメント 

調査地点
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イルがあれば画像と同様に添付することができ，音

声による資料として活用することができる。 

（３）自然環境学習 

栃木と群馬の県境に位置する温泉ヶ岳の山頂付近

は，奥日光一帯に広がる立ち枯れが顕著な地域の一

つである。この立ち枯れの原因として，樹木の世代

交代による自然現象であるとの説から首都圏で発生

した大気汚染物質の影響による人為的な説までさま

ざまな要因が挙げられている。最近の研究では，樹

木に悪影響を及ぼす高濃度オゾンがこの地帯で観測

され，大気中の酸性物質が立ち枯れを引き起す一つ

の要因となっているとする報告もある。 

プロジェクトは，この立ち枯れの実態を観察する

ことを目的に，本学で開講されている環境情報調査

演習の授業の一環として実施された。授業は受講生

のうち数名の学生が現地に赴き，残りの学生はReal

なびを活用して現地からの情報を教室で閲覧する形

をとった。図６の画面は，PCからの閲覧画面で現地

からの発信位置がマッピングされている。写真は現

地で撮影され送信されたもので，発信位置とリンク

している。教室の学生は，現地スタッフが現在どこ

にいるのか，また，どのような経路をたどって移動

しているのかをリアルタイムで把握することができ

る。現地の学生の課題は，Realなびを使って立ち枯

れの様子を教室の学生に向けて位置情報，音声，画

像あるいは文字情報を組み合わせてわかりやすく伝

えることである。一方，教室の学生は単に閲覧する

だけでなく，現地から送信される情報を基にWeb上

に提示される問題に答える。問題は事前に用意し，

現地の状況によって答えてが決まるような問題につ

いては,その答えを現地から制御できるようにして

いる。図７は問題例である。温泉ヶ岳山頂付近で撮

影された扁形樹の写真（図６の中央の写真）とメッ

セージを提示し，その原因とその地点の卓越風向を

問う問題である。教室の学生は，ネット検索や現地

から送信された情報を基に問題に答える。このほか，

『温泉ヶ岳の山頂は森林限界を超えているか』など

の問題と関連して，『森林限界とは』など現地から

の情報を分析するために必要な基礎知識を問う問題

も含まれている。 

４．おわりに 

 身近な携帯電話を使ったフィールド学習支援シス

テムRealなびの概要を述べ，その代表的な活用例を

示した。野外観察に携帯電話を活用することで，現

地と教室との間でリアルタイムに情報共有が実現さ

れ，教室，野外，自宅という空間的な制限を取り去

った新らたな学習環境が生まれる。ここで示した活

用モデルを実践するには従来の学習形態を単に置き

換えるだけではなく，システムの特性を生かしたあ

らたな学習プログラムを構築する必要がある。今後，

授業での実践を目指し学習効果の検討をすると共に，

より柔軟性に富んだシステムの構築を目指す予定で

ある。 
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図６ 立ち枯れ調査地域 

 
図７ 問題例 情報発信位置 
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